＜添付書類について＞

（申請時に提出する書類）
●委任状：申請地番、隣接公園名と代理の権限を明記すること。

●位置図：住宅地図等、現地の場所がはっきりわかるもので、申請地を表示したもの。

●印鑑証明書：受付時３か月以内のものを提出。

　　　　　　　申請人が法人の場合は、印鑑証明書とともに代表事項証明書を提出すること。

●公図：字限図、国土調査図、区画整理図等、法務局備付の書類を提出すること。

字限図について…原図に着色のある場合には、必ず同色で着色する。

　　　　　　　　　　　　字界の場合には合成図も提出。

　　　　　　　　　　　　閲覧場所、日付、閲覧者等を記載し、押印のこと。

　　　　　　　　　　　　国調地区についても字限図を添付すること。

国土調査図について…国土調査成果のある地区については国土調査図を提出。

　　　　　　　　　　　　申請地が２枚以上にまたがる場合には合成図も提出。
　　　　　　　　　　　　閲覧場所、日付、閲覧者等を記載し、押印のこと。
　　　　　　　　　　　　国調訂正が必要となる場合には訂正前後図も提出。
　　　※国調区域は国調図と現況の重ね図も提出。
●地積測量図：申請地、隣接地等、関係地番に地積測量図のある場合には提出すること。
　　　　　　　閲覧場所、日付、閲覧者等を記載し、押印のこと。

●登記事項証明書：申請地については全部事項証明書を提出。
　　　　　　　隣接地については登記事項要約書でも可
　　　　　　　要約書には閲覧場所、日付、閲覧者等を記載し、押印のこと。

●求積表：申請地の座標求積表を提出（付近に基準点がある場合、世界測地系で表記）。
●現場写真：Ａ４用紙に写真３枚入る程度の大きさで。小さい写真は不可。
近景…境界点ごとにポイントがはっきりとわかる写真。
遠景…申請地に接する公園の通しの写真。
撮影方向図…各写真に番号をつけ、平面図の写し等で作成する。
※印鑑証明書・公図・地積測量図・登記事項証明書は原本還付可。
※公図・地積測量図・登記事項証明書（照会番号表示）はオンライン登記情報可。
〔明示図作成は別紙例図参照〕
●平面図：申請地全点のポイント名と辺長を記入。（申請地以外の数値は記入しない）
　　　　　　　公園境界線については朱線で表示する。
●断面図：起終点付近と各折れ点などに横断面図を作成。
　　　　　　　断面方向がわかるように１－１’、Ａ－Ａ’等記入すること。
（後日添付）

●隣接地所有者同意書：境界確定後に作成し、提出すること。
印鑑証明書が添付されていれば、筆界確認書の写しを可とする。
印鑑証明書の添付が困難な場合は、本人確認
報告書を提出すること。
配布用








